
議会だより

編
集
後
記

　新
た
に
刷
新
し
た
議
会
だ
よ
り
。
今

号
に
お
い
て
も
掲
載
内
容
や
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
何
度
も
検
討
を
重
ね
作
成

い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
活
動
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
た
い
。
そ
し
て
手
に
取
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
の
詰

ま
っ
た
議
会
だ
よ
り
を
細
部
に
渡
る

ま
で
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
い
、
今
後
も
広
報
委
員
会
と
し
て
精

進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
　松
田
　亮
平

　議会広報編集特別委員会では、読者の方からのご意
見・ご感想を募集しております。
　下記の募集要項により手紙、FAX、意見箱（北島町役
場３階・議会事務局前）へお寄せください。

北島町お問合せフォーム
https://www.town.kitajima.lg.jp/inquiry/

募集要項
・氏 名　・住 所　・連絡先
・本文400字以内
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16

一般質問（９月議会）
常任委員会レポート
決算審議での注視と評価
監査委員の役割と業務
浄水場の共同化

2023.12.1 No.35

2023　きたじまるしぇ

Ｑ 共同浄水場はどこに作られているの？
Ａ 既存の鳴門市浄水場内において共同浄水場を
整備しています。

Ｑ 北島町へはどんなふうに水が送られてくる
の？

Ａ 旧吉野川の地下深くに埋設される送水管によ
り河川を横断して本町へ送水します。

Ｑ 共同浄水場は、いつオープンするの？
Ａ 令和８年４月１日より共同浄水場から皆さん
に水道水をお届けできるよう整備を進めてい
ます。

Ｑ 共同整備を行うことのメリットはあるの？
Ａ 市町が個別に単独整備をした場合より、とも
に工事費を大きく削減できました。

　 また、国庫補助金の交付対象にもなり、貴重
な財源を確保できました。

Ｑ 工事はどこまで進んでいるの？
Ａ 現在は、基礎工事を終え、浄水処理棟、管理
棟などの各施設の建設に本格的に着手してい
ます。今後は、鳴門市から本町に向けた河川
横断送水管の推進工事の準備にも順次、取り
掛かる予定です。

共同浄水場になるとどう変わるの？

県内初の取組！
鳴門市と北島町の
浄水場共同化。

鳴門市・北島町共同浄水場整備事業 共同浄水場整備事業 Ｑ＆Ａ

現在の浄水場

　社会を支える重要なインフラの一つに水道があります。水
は、皆さんが生活をしていくうえで欠かすことのできない大
切な資源です。浄水場は、24時間365日休むことなく稼働し、
皆さんのところへ水道水を送り届けています。
　本町と鳴門市では、双方どちらの浄水場も主要な施設は建
設してから40年近くが経過しており、老朽化が進み、耐震性
能にも課題があることなどから、浄水場の更新時期を迎えて
いました。こうしたなか、旧吉野川をはさんだ対岸に位置し、
水源も同じくする鳴門市と水道事業の広域化について検討・
協議を重ね、共同で浄水場を整備することに双方が合意した
ことから、平成29年５月に、浄水場共同化に関する覚書の調
印式が行われました。
　本事業は、両市町の共同浄水場を整備し、本町並びに鳴門
市民へ将来にわたり良質で安全・安心な水道水を安定してお
届けすることを最大の目的とし、令和３年３月には、特定建
設工事共同
企業体と請
負契約を締
結し、現在
も整備を進
めていると
ころです。
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ど
う
す
る
Ａ
Ｉ
？

時
代
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

学
校
教
育
と
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

│
│ 

文
部
科
学
省
は
７
月
４
日
に
「
初
等
中

等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に

関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ま
と

め
た
。

　
７
月
ま
で
に
授
業
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
用
例

は
あ
る
か
。

　
ま
た
新
学
期
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
た
利
用
を
考
え
て
い
る
か
。

粟
田
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
こ
れ
ま
で
本
町
の
小
中
学
校
の
授
業
で
生

成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
今
後
、
教
育
活
動
の
な
か
で
生
成
Ａ
Ｉ
を

利
用
す
る
際
に
は
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

学
校
と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

関
東
大
震
災
百
年
後
の
防
災

│
│ 

関
東
大
震
災
か
ら
百
年
が
経
過
し
た
。

各
所
で
当
時
の
記
録
に
基
づ
い
た
検
証
が
改

め
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
災
害
発
生
時
に
特
化
し
た
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
防
災
教
育
は
で

き
な
い
か
。

　
再
来
月
実
施
予
定
の
防
災
訓
練
時
に
関
東

大
震
災
を
取
り
上
げ
た
訓
練
や
展
示
を
行
う

予
定
は
な
い
か
。

大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
関
東
大
震
災
の
発
生
当
時
も
、
デ
マ
に
よ

る
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
。
現
在
も
類

似
し
た
事
例
や
、Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
真
偽

の
区
別
が
つ
き
に
く
い
。
ス
マ
ホ
の
普
及
で

情
報
の
拡
散
力
も
凄
ま
じ
い
。
防
災
教
育
面

か
ら
阻
止
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
県
防

災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
提
案
し
て

い
く
。

　
先
日
、
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
で
パ
ネ
ル
展

示
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
資
料
な
ど
を
本

町
で
も
入
手
で
き
な
い
か
打
診
し
、
11
月
の

町
防
災
訓
練
で
展
示
啓
発
を
行
う
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
。

戸
籍
の
読
み
仮
名
登
録
に
つ
い
て

│
│ 

戸
籍
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
今
後
戸
籍

の
氏
名
に
読
み
仮
名
を
登
録
す
る
よ
う
に
な

る
。
届
出
が
な
け
れ
ば
住
民
基
本
台
帳
か
旅

券
の
読
み
仮
名
を
職
権
に
よ
り
転
記
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
職
権
記
載
は
ど
の
程
度
の
割
合
に
な
る
か
。

　
ま
た
、
一
般
に
認
め
ら
れ
た
読
み
方
の
基

準
は
誰
の
判
断
に
な
る
の
か
。

藤
田
住
民
課
長

　
現
状
で
は
職
権
記
載
の
割
合
を
想
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

　
今
後
、
法
務
省
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
基
準

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
。

板東  泰史
ばん 　どう          やす    ふみ

議員

その他の質問

●戸籍読み仮名登録に伴い想定される問題について

幅
広
い
防
災
教
育
の
実
施

子
ど
も
た
ち
に
も
判
断
力
を
！

　本
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
町
立
図
書
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
た
自
習
室
の
設
置
を
要
望
し
た

子
ど
も
た
ち
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て

│
│ 

夏
休
み
限
定
で
の
図
書
館
自
習
室
の
設

置
に
つ
い
て

１
）
自
習
室
開
放
期
間
の
利
用
者
数
と
現
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
点
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
知
り
た
い
。

２
）
受
験
前
や
テ
ス
ト
前
な
ど
使
用
頻
度
が
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
時
期
に
も
自
習
室
の
設
置

を
要
望
す
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

亀
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
館
長

　
夏
季
休
業
中
16
日
間
を
開
放
。利
用
人
数

は
延
べ
1
6
7
名（
小
学
生
68
名
、中
学
生
77

名
、高
校
生
６
名
、大
学
・
一
般
が
16
名
）で

あ
っ
た
。大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
が
、

照
明
の
明
る
さ
・
机
の
広
さ
等
の
問
題
点
が

あ
っ
た
。
66
％
は
、お
お
む
ね
良
か
っ
た
・
良

か
っ
た
と
回
答
。今
後
も
開
放
日
を
設
置
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

3
）
中
学
校
の
図
書
室
も
長
期
休
業
の
際
、

自
習
室
と
し
て
開
放
で
き
な
い
か
。

粟
田
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
場
合
休
日
出
勤
と
な
り
働
き
方
改
革
に
も

関
わ
る
。
学
校
長
と
も
問
題
点
を
協
議
し
、

実
現
可
能
か
考
え
て
い
く
。

防
災
教
育
に
つ
い
て

│
│ 

学
校
教
育
の
過
程
で
、
地
元
自
主
防
災

会
等
と
も
連
携
を
図
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
職
員
も

参
加
し
た
防
災
教
育
の
実
施
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
各
学
校
と
も
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お

り
、
危
機
情
報
管
理
課
や
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
講
義
を
受
け
知
識
を
積
ん
で
い
る
。

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
防
災
対
応
力

向
上
に
取
組
ん
で
い
く
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て

│
│ 

本
町
に
も
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
（
保
護
猫
活
動
）

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。
保
護
活
動
を

行
う
ほ
と
ん
ど
が
資
金
不
足
の
問
題
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
人
に
も

動
物
に
も
や
さ
し
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
非
常
に
有
効
と

考
え
る
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
手
術
費

等
補
助
金
で
、
現
在
、
総
務
課
と
も
連
携
し

準
備
を
進
め
て
お
り
、
順
次
ほ
か
の
動
物
愛
護

施
策
へ
の
展
開
も
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

ア
ー
カ
イ
ブ
に
残
っ
た

最
初
の
大
災
害

松田 亮平
まつ      だ      　 りょう    へい

議員
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ど
う
す
る
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Ｉ
？

時
代
は
待
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て
く
れ
な
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。
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校
教
育
と
生
成
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つ
い
て

│
│ 

文
部
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学
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は
７
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４
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「
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教
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Ａ
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用
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ガ
イ
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ラ
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ン
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を
ま
と

め
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。
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月
ま
で
に
授
業
で
生
成
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の
使
用
例

は
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る
か
。

　
ま
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新
学
期
よ
り
ガ
イ
ド
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イ
ン
に
基
づ

い
た
利
用
を
考
え
て
い
る
か
。

粟
田
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
こ
れ
ま
で
本
町
の
小
中
学
校
の
授
業
で
生

成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
今
後
、
教
育
活
動
の
な
か
で
生
成
Ａ
Ｉ
を

利
用
す
る
際
に
は
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

学
校
と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

関
東
大
震
災
百
年
後
の
防
災

│
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関
東
大
震
災
か
ら
百
年
が
経
過
し
た
。

各
所
で
当
時
の
記
録
に
基
づ
い
た
検
証
が
改

め
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
災
害
発
生
時
に
特
化
し
た
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
防
災
教
育
は
で

き
な
い
か
。

　
再
来
月
実
施
予
定
の
防
災
訓
練
時
に
関
東

大
震
災
を
取
り
上
げ
た
訓
練
や
展
示
を
行
う

予
定
は
な
い
か
。

大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
関
東
大
震
災
の
発
生
当
時
も
、
デ
マ
に
よ

る
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
。
現
在
も
類

似
し
た
事
例
や
、Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
真
偽

の
区
別
が
つ
き
に
く
い
。
ス
マ
ホ
の
普
及
で

情
報
の
拡
散
力
も
凄
ま
じ
い
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防
災
教
育
面

か
ら
阻
止
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
県
防

災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
提
案
し
て

い
く
。

　
先
日
、
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
で
パ
ネ
ル
展

示
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
資
料
な
ど
を
本

町
で
も
入
手
で
き
な
い
か
打
診
し
、
11
月
の

町
防
災
訓
練
で
展
示
啓
発
を
行
う
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
。

戸
籍
の
読
み
仮
名
登
録
に
つ
い
て

│
│ 

戸
籍
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
今
後
戸
籍

の
氏
名
に
読
み
仮
名
を
登
録
す
る
よ
う
に
な

る
。
届
出
が
な
け
れ
ば
住
民
基
本
台
帳
か
旅

券
の
読
み
仮
名
を
職
権
に
よ
り
転
記
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
職
権
記
載
は
ど
の
程
度
の
割
合
に
な
る
か
。

　
ま
た
、
一
般
に
認
め
ら
れ
た
読
み
方
の
基

準
は
誰
の
判
断
に
な
る
の
か
。

藤
田
住
民
課
長

　
現
状
で
は
職
権
記
載
の
割
合
を
想
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

　
今
後
、
法
務
省
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
基
準

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
。

板東  泰史
ばん 　どう          やす    ふみ

議員

その他の質問

●戸籍読み仮名登録に伴い想定される問題について

幅
広
い
防
災
教
育
の
実
施

子
ど
も
た
ち
に
も
判
断
力
を
！

　本
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
町
立
図
書
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
た
自
習
室
の
設
置
を
要
望
し
た

子
ど
も
た
ち
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て

│
│ 

夏
休
み
限
定
で
の
図
書
館
自
習
室
の
設

置
に
つ
い
て

１
）
自
習
室
開
放
期
間
の
利
用
者
数
と
現
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
点
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
知
り
た
い
。

２
）
受
験
前
や
テ
ス
ト
前
な
ど
使
用
頻
度
が
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
時
期
に
も
自
習
室
の
設
置

を
要
望
す
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

亀
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
館
長

　
夏
季
休
業
中
16
日
間
を
開
放
。利
用
人
数

は
延
べ
1
6
7
名（
小
学
生
68
名
、中
学
生
77

名
、高
校
生
６
名
、大
学
・
一
般
が
16
名
）で

あ
っ
た
。大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
が
、

照
明
の
明
る
さ
・
机
の
広
さ
等
の
問
題
点
が

あ
っ
た
。
66
％
は
、お
お
む
ね
良
か
っ
た
・
良

か
っ
た
と
回
答
。今
後
も
開
放
日
を
設
置
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

3
）
中
学
校
の
図
書
室
も
長
期
休
業
の
際
、

自
習
室
と
し
て
開
放
で
き
な
い
か
。

粟
田
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
場
合
休
日
出
勤
と
な
り
働
き
方
改
革
に
も

関
わ
る
。
学
校
長
と
も
問
題
点
を
協
議
し
、

実
現
可
能
か
考
え
て
い
く
。

防
災
教
育
に
つ
い
て

│
│ 
学
校
教
育
の
過
程
で
、
地
元
自
主
防
災

会
等
と
も
連
携
を
図
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
職
員
も

参
加
し
た
防
災
教
育
の
実
施
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
各
学
校
と
も
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お

り
、
危
機
情
報
管
理
課
や
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
講
義
を
受
け
知
識
を
積
ん
で
い
る
。

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
防
災
対
応
力

向
上
に
取
組
ん
で
い
く
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て

│
│ 

本
町
に
も
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
（
保
護
猫
活
動
）

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。
保
護
活
動
を

行
う
ほ
と
ん
ど
が
資
金
不
足
の
問
題
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
人
に
も

動
物
に
も
や
さ
し
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
非
常
に
有
効
と

考
え
る
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
手
術
費

等
補
助
金
で
、
現
在
、
総
務
課
と
も
連
携
し

準
備
を
進
め
て
お
り
、
順
次
ほ
か
の
動
物
愛
護

施
策
へ
の
展
開
も
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

ア
ー
カ
イ
ブ
に
残
っ
た

最
初
の
大
災
害

松田 亮平
まつ      だ      　 りょう    へい

議員
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本
町
が
描
く
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

本
町
に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

│
│ 

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
て
は
、今
後
30
年
間
の
う
ち
、

と
り
わ
け
こ
の
５
年
、
10
年
間
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
き
、
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
や
、
基

盤
と
な
る
重
点
対
策
の
全
国
実
施
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
あ
る
。
本
町
の
取
組
状
況
と
、

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
国
の
補
助
制
度
を
効
果
的
に
活
用
し
つ
つ
、

住
民
や
企
業
に
向
け
た
補
助
事
業
の
拡
充
、

公
共
施
設
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

等
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

本
町
に
お
け
る
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て

│
│ 

令
和
５
年
３
月
に
、
国
か
ら
「
電
気
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
た
。
本
町
の
使
い
道

の
内
訳
と
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
住
民
の

方
に
分
か
る
よ
う
説
明
さ
れ
た
い
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
北
島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
補

助
金
（
2
，3
3
5
万
円
）
と
北
島
町
物
価

高
騰
対
策
高
齢
者
商
品
券
配
布
事
業
補
助
金

（
3
，4
1
0
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、

学
校
給
食
費
補
助
事
業
と
し
て
１
千
万
円
を

計
上
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
る
調
理
加

工
費
の
増
額
分
に
よ
り
保
護
者
負
担
が
増
え

な
い
よ
う
補
助
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
効
率
的
に
実
施
で
き
る
事
業
を
考

え
、
関
係
各
課
で
協
議
し
選
定
し
た
。

夷谷  大輔
えびす     や　　　　だい　　すけ

議員

その他の質問

●災害時のコンビニとの協定　 　●熱中症対策
●万博に向けての本町の取組　　●本町におけるDXのビジョン

地
域
を
輝
か
せ
る
イ
ベ
ン
ト
の

可
能
性
を
最
大
化

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
で
の
取
組

に
つ
い
て

│
│ 

町
内
外
か
ら
大
勢
の
来
場
者
の
あ
る

名
物
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
来
場
者
へ
の
魅
力

ア
ピ
ー
ル
が
不
足
し
て
い
る
。
特
設
ブ
ー
ス
・

出
店
な
ど
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
検
定
を
独
自
に
製
作
し
、
広

報
・
観
光
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
特
設
ブ
ー
ス
や
出
店
の
設
置
も
含
め
た
企

画
が
必
要
で
あ
る
。
実
施
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
く
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
特
性
を
生
か
し

た
検
定
等
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
一
つ
に
な
り
得
る
た
め
、
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

公
共
施
設
運
営
に
つ
い
て

│
│ 

本
町
に
は
、
創
世
ホ
ー
ル
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
ど
貸

出
可
能
な
公
共
施
設
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、

施
設
を
効
率
的
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
、

住
民
の
豊
か
な
生
活
と
本
町
の
財
政
の
健
全

化
に
つ
な
が
る
。
施
設
の
予
約
状
況
や
説
明

に
つ
い
て
見
や
す
い
サ
イ
ト
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。

粟
田
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
施
設
ご
と
に
予
約
方
法
が
異
な
っ
て
お
り
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
予
約
状
況
の
表
示
は
シ
ス

テ
ム
上
難
し
い
が
、Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー
ム
は
月
単
位

の
予
約
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
表
し
て
お
り
、

他
の
体
育
施
設
関
係
を
連
携
す
る
こ
と
に
つ
い

て
関
係
部
署
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

その他の質問

●児童館の昼食について
●庁舎内のトイレについて
●公式LINEの今後の活用方法について

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

価
格
高
騰
重
点
支
援

地
方
交
付
金
の
使
途
は
？

梶   哲也
かじ          　てつ      や

議員
45



本
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が
描
く
、

ゼ
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カ
ー
ボ
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シ
テ
ィ
の
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ョ
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と
は
？

本
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に
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け
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

│
│ 

2
0
5
0
年
カ
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ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
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ル

の
実
現
に
向
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て
は
、今
後
30
年
間
の
う
ち
、

と
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わ
け
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の
５
年
、
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が
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で
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と
さ
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、
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域
脱
炭
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ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
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、
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
や
、
基

盤
と
な
る
重
点
対
策
の
全
国
実
施
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
あ
る
。
本
町
の
取
組
状
況
と
、

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
国
の
補
助
制
度
を
効
果
的
に
活
用
し
つ
つ
、

住
民
や
企
業
に
向
け
た
補
助
事
業
の
拡
充
、

公
共
施
設
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

等
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

本
町
に
お
け
る
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て

│
│ 

令
和
５
年
３
月
に
、
国
か
ら
「
電
気
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
た
。
本
町
の
使
い
道

の
内
訳
と
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
住
民
の

方
に
分
か
る
よ
う
説
明
さ
れ
た
い
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
北
島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
補

助
金
（
2
，3
3
5
万
円
）
と
北
島
町
物
価

高
騰
対
策
高
齢
者
商
品
券
配
布
事
業
補
助
金

（
3
，4
1
0
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、

学
校
給
食
費
補
助
事
業
と
し
て
１
千
万
円
を

計
上
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
る
調
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加

工
費
の
増
額
分
に
よ
り
保
護
者
負
担
が
増
え

な
い
よ
う
補
助
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
効
率
的
に
実
施
で
き
る
事
業
を
考

え
、
関
係
各
課
で
協
議
し
選
定
し
た
。

夷谷  大輔
えびす     や　　　　だい　　すけ

議員

その他の質問

●災害時のコンビニとの協定　 　●熱中症対策
●万博に向けての本町の取組　　●本町におけるDXのビジョン

地
域
を
輝
か
せ
る
イ
ベ
ン
ト
の

可
能
性
を
最
大
化

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
で
の
取
組

に
つ
い
て

│
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町
内
外
か
ら
大
勢
の
来
場
者
の
あ
る

名
物
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
来
場
者
へ
の
魅
力

ア
ピ
ー
ル
が
不
足
し
て
い
る
。
特
設
ブ
ー
ス
・

出
店
な
ど
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
検
定
を
独
自
に
製
作
し
、
広

報
・
観
光
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
特
設
ブ
ー
ス
や
出
店
の
設
置
も
含
め
た
企

画
が
必
要
で
あ
る
。
実
施
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
く
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
特
性
を
生
か
し

た
検
定
等
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
一
つ
に
な
り
得
る
た
め
、
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

公
共
施
設
運
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に
つ
い
て

│
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本
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に
は
、
創
世
ホ
ー
ル
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
ど
貸

出
可
能
な
公
共
施
設
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、

施
設
を
効
率
的
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
、

住
民
の
豊
か
な
生
活
と
本
町
の
財
政
の
健
全

化
に
つ
な
が
る
。
施
設
の
予
約
状
況
や
説
明

に
つ
い
て
見
や
す
い
サ
イ
ト
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。

粟
田
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
施
設
ご
と
に
予
約
方
法
が
異
な
っ
て
お
り
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
予
約
状
況
の
表
示
は
シ
ス

テ
ム
上
難
し
い
が
、Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー
ム
は
月
単
位

の
予
約
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
表
し
て
お
り
、

他
の
体
育
施
設
関
係
を
連
携
す
る
こ
と
に
つ
い

て
関
係
部
署
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

その他の質問

●児童館の昼食について
●庁舎内のトイレについて
●公式LINEの今後の活用方法について

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

価
格
高
騰
重
点
支
援

地
方
交
付
金
の
使
途
は
？
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こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
に
向
け
て

第
二
子
保
育
料
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て

│
│ 

本
町
独
自
の
軽
減
制
度
と
し
て
、18
歳

未
満
の
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
に
お
い

て
第
三
子
以
降
に
あ
た
る
児
童
は
無
償
と
し

て
い
る
。
該
当
世
帯
は
、
直
近
で
何
世
帯
か
。

導
入
財
源
は
い
く
ら
か
。

朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
令
和
４
年
度
の
対
象
世
帯
は
43
世
帯
で
、年

間
の
町
単
独
事
業
費
は
約
1
千
万
円
で
あ
る
。

│
│ 

第
一
子
の
年
齢
制
限
の
撤
廃
を
先
行
さ

せ
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
第
二
子
が
半
額

で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
一
子
が
小
学
校
に
入
学

し
た
途
端
、
第
二
子
の
保
育
料
が
全
額
負
担

に
変
わ
る
こ
と
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。

朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
令
和
５
年
９
月
現
在
、
対
象
世
帯
は
20
世

帯
、
年
額
約
4
0
0
万
円
が
必
要
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
来
年
度
に
向
け
て
前
向
き
に
検

討
す
る
。

行
財
政
改
革
推
進
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

│
│ 

北
島
町
が
目
指
す
Ｄ
Ｘ
推
進
は
ど
の
よ

う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
進
め
て
い
く
の
か
。

藤
髙
総
務
課
長

　
組
織
・
制
度
・
職
員
の
変
革
を
進
め
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
将
来
的
な
人
口
減
少
・

労
働
力
不
足
に
も
対
応
す
る
こ
と
。
そ
し
て
段

階
的
に
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
改
善
を
重
ね

て
い
く
。

│
│ 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
る
今

後
の
課
題
は
何
か
。

藤
髙
総
務
課
長

　
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
な
く
、
組
織
自
体
の

変
革
で
あ
り
、
十
分
な
人
員
・
予
算
・
権
限

の
配
分
を
考
慮
し
全
職
員
が
自
分
事
と
し
て

考
え
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

│
│ 

今
後
の
課
題
解
決
も
含
め
て
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

藤
髙
総
務
課
長

　
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
更

に
推
進
し
て
い
く
。

│
│ 

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
コ
ン

ビ
ニ
交
付
発
行
以
外
の
取
得
方
法
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

藤
田
住
民
課
長

　
町
民
の
利
便
性
等
の
向
上
を
図
る
た
め
に

行
財
政
改
革
推
進
室
等
と
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
含
め
た
各
種
証
明
書
発
行
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

佐々木 紀子
さ　　さ　　き　　 　のり　　 こ

議員

その他の質問

●熱中症対策・クーリングシェルター設置について
●長期休業期間中における児童館の昼食提供について
●食育の一環として「給食ナビ」アプリの導入を

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

認
知
症
に
お
け
る

行
政
の
取
組
を
問
う

認
知
症
基
本
法
に
係
る
町
行
政
に

つ
い
て

│
│ 

ご
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
対

し
、介
護
者
病
時
の
対
応
・
相
談
窓
口
な
ど
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
各
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
い

た
だ
き
、町
内
介
護
施
設
の
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
や
セ
ン
タ
ー
職
員
が
電
話
や
訪
問
に
て

応
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、認
知
症
カ
フ
ェ
を
毎
月
開
催
し
た
り
、

行
方
不
明
時
の
対
応
と
し
て
見
守
り
シ
ー
ル
交

付
事
業
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
等
導
入
の
費
用
助
成
も

行
っ
て
い
る
。

│
│ 

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定
が
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、策
定
の
予
定
は
あ
る
の

か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
現
段
階
で
認
知
症
施
策
に
特
化
し
た
計
画
策

定
の
予
定
は
な
い
が
、介
護
保
険
事
業
計
画
で

認
知
症
施
策
の
現
状
や
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。更
な
る
充
実
化
を
図
る
た
め
、チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
の
体
制
整
備
を
予
定
し
養
成
講
座
な
ど
も

開
催
し
て
い
く
。

│
│ 

認
知
症
に
つ
い
て
全
町
民
が
正
し
い
理
解

を
得
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
く

の
か
。

亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
各
地
域
の
通
い
の
場
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
専
門
職
が
出
向
き
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
出
前
講
座
を
実
施
し
正
し

い
理
解
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
講
演
会
の
開
催
や
各
地
域
へ
の
巡
回
教
室
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
な
ど
を
通
し
普
及
啓
発

活
動
に
取
組
ん
で
い
く
。

児
童
館
に
お
け
る
長
期
休
み
期
間

の
お
弁
当
に
つ
い
て

│
│ 

５
年
前
に
は
す
で
に
顕
在
化
し
て
お
り
、

当
時
、外
部
か
ら
の
弁
当
配
送
の
取
組
を
始
め
、

保
護
者
の
負
担
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
パ
ン

食
の
日
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
日
、自
治
体
に
よ
っ

て
は
弁
当
代
の
1
0
0
円
負
担
な
ど
他
自
治
体

の
取
組
事
例
を
議
会
一
般
質
問
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
以
前
か
ら
改
善
を
求
め
て
い
る
保
護
者
負
担

軽
減
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
と
給
食
セ
ン
タ
ー

稼
働
も
含
め
今
後
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

森
本
社
会
福
祉
課
長

　
現
在
、長
期
休
業
中
の
昼
食
は
、各
家
庭
か
ら

弁
当
の
持
参
を
お
願
い
し
て
お
り
、持
参
が
困
難

な
場
合
は
、弁
当
業
者
等
か
ら
の
配
送
受
け
取

り
も
対
応
し
て
い
る
。再
度
、配
送
弁
当
の
受
け

取
り
も
可
能
で
あ
る
旨
を
保
護
者
に
十
分
周
知

し
て
い
く
。

　
将
来
的
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

事
務
局
、給
食
セ
ン
タ
ー
と
も
情
報
共
有
し
て

い
く
。

★
再
問
あ
り（
続
き
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）

その他の質問

●マイナンバーカードについて

２
年
後
の
2
0
2
5
年
に
は
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を
患
う
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
で

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
本
町
の
取
組
を
聞
き
た
い
。
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こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
に
向
け
て

第
二
子
保
育
料
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て

│
│ 

本
町
独
自
の
軽
減
制
度
と
し
て
、18
歳

未
満
の
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
に
お
い

て
第
三
子
以
降
に
あ
た
る
児
童
は
無
償
と
し

て
い
る
。
該
当
世
帯
は
、
直
近
で
何
世
帯
か
。

導
入
財
源
は
い
く
ら
か
。

朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
令
和
４
年
度
の
対
象
世
帯
は
43
世
帯
で
、年

間
の
町
単
独
事
業
費
は
約
1
千
万
円
で
あ
る
。

│
│ 

第
一
子
の
年
齢
制
限
の
撤
廃
を
先
行
さ

せ
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
第
二
子
が
半
額

で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
一
子
が
小
学
校
に
入
学

し
た
途
端
、
第
二
子
の
保
育
料
が
全
額
負
担

に
変
わ
る
こ
と
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。

朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
令
和
５
年
９
月
現
在
、
対
象
世
帯
は
20
世

帯
、
年
額
約
4
0
0
万
円
が
必
要
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
来
年
度
に
向
け
て
前
向
き
に
検

討
す
る
。

行
財
政
改
革
推
進
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

│
│ 

北
島
町
が
目
指
す
Ｄ
Ｘ
推
進
は
ど
の
よ

う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
進
め
て
い
く
の
か
。

藤
髙
総
務
課
長

　
組
織
・
制
度
・
職
員
の
変
革
を
進
め
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
将
来
的
な
人
口
減
少
・

労
働
力
不
足
に
も
対
応
す
る
こ
と
。
そ
し
て
段

階
的
に
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
改
善
を
重
ね

て
い
く
。

│
│ 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
る
今

後
の
課
題
は
何
か
。

藤
髙
総
務
課
長

　
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
な
く
、
組
織
自
体
の

変
革
で
あ
り
、
十
分
な
人
員
・
予
算
・
権
限

の
配
分
を
考
慮
し
全
職
員
が
自
分
事
と
し
て

考
え
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

│
│ 

今
後
の
課
題
解
決
も
含
め
て
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

藤
髙
総
務
課
長

　
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
更

に
推
進
し
て
い
く
。

│
│ 

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
コ
ン

ビ
ニ
交
付
発
行
以
外
の
取
得
方
法
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

藤
田
住
民
課
長

　
町
民
の
利
便
性
等
の
向
上
を
図
る
た
め
に

行
財
政
改
革
推
進
室
等
と
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
含
め
た
各
種
証
明
書
発
行
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

佐々木 紀子
さ　　さ　　き　　 　のり　　 こ

議員

その他の質問

●熱中症対策・クーリングシェルター設置について
●長期休業期間中における児童館の昼食提供について
●食育の一環として「給食ナビ」アプリの導入を

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

認
知
症
に
お
け
る

行
政
の
取
組
を
問
う

認
知
症
基
本
法
に
係
る
町
行
政
に

つ
い
て

│
│ 

ご
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
対

し
、介
護
者
病
時
の
対
応
・
相
談
窓
口
な
ど
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
各
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
い

た
だ
き
、町
内
介
護
施
設
の
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
や
セ
ン
タ
ー
職
員
が
電
話
や
訪
問
に
て

応
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、認
知
症
カ
フ
ェ
を
毎
月
開
催
し
た
り
、

行
方
不
明
時
の
対
応
と
し
て
見
守
り
シ
ー
ル
交

付
事
業
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
等
導
入
の
費
用
助
成
も

行
っ
て
い
る
。

│
│ 

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定
が
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、策
定
の
予
定
は
あ
る
の

か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
現
段
階
で
認
知
症
施
策
に
特
化
し
た
計
画
策

定
の
予
定
は
な
い
が
、介
護
保
険
事
業
計
画
で

認
知
症
施
策
の
現
状
や
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。更
な
る
充
実
化
を
図
る
た
め
、チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
の
体
制
整
備
を
予
定
し
養
成
講
座
な
ど
も

開
催
し
て
い
く
。

│
│ 

認
知
症
に
つ
い
て
全
町
民
が
正
し
い
理
解

を
得
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
く

の
か
。

亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
各
地
域
の
通
い
の
場
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
専
門
職
が
出
向
き
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
出
前
講
座
を
実
施
し
正
し

い
理
解
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
講
演
会
の
開
催
や
各
地
域
へ
の
巡
回
教
室
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
な
ど
を
通
し
普
及
啓
発

活
動
に
取
組
ん
で
い
く
。

児
童
館
に
お
け
る
長
期
休
み
期
間

の
お
弁
当
に
つ
い
て

│
│ 

５
年
前
に
は
す
で
に
顕
在
化
し
て
お
り
、

当
時
、外
部
か
ら
の
弁
当
配
送
の
取
組
を
始
め
、

保
護
者
の
負
担
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
パ
ン

食
の
日
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
日
、自
治
体
に
よ
っ

て
は
弁
当
代
の
1
0
0
円
負
担
な
ど
他
自
治
体

の
取
組
事
例
を
議
会
一
般
質
問
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
以
前
か
ら
改
善
を
求
め
て
い
る
保
護
者
負
担

軽
減
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
と
給
食
セ
ン
タ
ー

稼
働
も
含
め
今
後
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

森
本
社
会
福
祉
課
長

　
現
在
、長
期
休
業
中
の
昼
食
は
、各
家
庭
か
ら

弁
当
の
持
参
を
お
願
い
し
て
お
り
、持
参
が
困
難

な
場
合
は
、弁
当
業
者
等
か
ら
の
配
送
受
け
取

り
も
対
応
し
て
い
る
。再
度
、配
送
弁
当
の
受
け

取
り
も
可
能
で
あ
る
旨
を
保
護
者
に
十
分
周
知

し
て
い
く
。

　
将
来
的
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

事
務
局
、給
食
セ
ン
タ
ー
と
も
情
報
共
有
し
て

い
く
。

★
再
問
あ
り（
続
き
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）

その他の質問

●マイナンバーカードについて

２
年
後
の
2
0
2
5
年
に
は
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を
患
う
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
で

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
本
町
の
取
組
を
聞
き
た
い
。
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ひ
ょ
う
た
ん
夏
ま
つ
り

慰
霊
花
火
と
灯
籠
流
し
提
案

ひ
ょ
う
た
ん
夏
ま
つ
り
問
題
に
つ

い
て

│
│ 

今
年
も
ひ
ょ
う
た
ん
夏
ま
つ
り
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
打
ち

上
げ
花
火
で
あ
る
。
予
算
の
関
係
で
打
ち
上

げ
る
数
が
少
な
か
っ
た
。
来
年
は
、
町
内
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
遺
族
に
お
願

い
し
、
慰
霊
の
花
火
と
灯
籠
流
し
を
募
集
し

て
は
ど
う
か
。

中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
花
火
の
打
ち
上
げ
発
数
、
5
0
0
発
の
花

火
を
打
ち
上
げ
た
。
物
価
高
騰
に
よ
り
費
用

と
し
て
は
、
前
年
度
か
ら
約
一
割
程
度
増
加

し
て
お
り
、
今
回
の
夏
ま
つ
り
か
ら
実
施
し

た
協
賛
金
の
募
集
や
有
料
サ
ポ
ー
タ
ー
席
の

設
置
に
よ
る
収
入
に
よ
り
、
夏
ま
つ
り
に
係

る
経
費
の
一
部
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
花
火
の
発
数
を
増
や
し
た
り
、
ま
つ
り
の

イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
収
入
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
今
後
実
行
委
員
会

に
お
い
て
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
慰
霊
花
火

や
灯
籠
流
し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

│
│ 

北
島
町
も
子
ど
も
食
堂
や
わ
っ
し
ょ
い

広
場
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
健
康
保
険
課
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
で
、
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
検
討
し
て

い
る
。
国
も
介
護
や
福
祉
で
使
え
る
ポ
イ
ン

ト
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。
北
島
町
の
現
状

は
ど
う
か
。

井
住
健
康
保
険
課
長

　
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
新
た
な
取
組
に
つ

い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
配
置
し
て
い
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
共
に
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
行
政
・
住
民
・
企
業
な
ど
が
協
働
で
住
民

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
た

め
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「
ま
ち
の
コ
ラ
ボ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
立
ち
上
げ
が
提
案
さ
れ
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
と
い
っ
た
幅

広
い
支
援
に
向
け
、
持
続
可
能
な
担
い
手
及

び
組
織
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
ル
ー

ル
作
り
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

増谷  禎通
ます　  たに　　　 さだ　  ゆき

議員

その他の質問

●教育問題について　　　　●生活支援問題について
●最終処分場廃止について　●庁舎改築問題について

一般質問

北島町HP（町議会）の動画配信にて
一般質問全編の映像がご覧いただけます。

徳
島
市：提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
問
題
に
つ
い
て

令和５年第３回定例会常任委員会Report
　９月議会では、15件の議案が上程されました。
　議案は本会議で採決される前に、分野ごとに３つの委員会に分けられ、所管課等から説明を受けながら、詳
しく検討審査します。慎重審議の結果すべての議案を承認いたしました。一部をご紹介します。

議会のしくみをご紹介

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
北
島
町
物
価
高
騰
対
策
高
齢
者
商
品

券
配
布
事
業
と
し
て
、
昭
和
23
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
を
対
象
に
一

人
当
た
り
１
１
，０
０
０
円
の
商
品
券

を
お
配
り
す
る
も
の
で
す
。

（
75
歳
以
上
３
，０
２
８
人
）

電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

　
町
道
１
０
６
３
号
線
外
３
路
線
に
お

い
て
、昨
年
度
か
ら
の
繰
越
工
事
や
、引

き
続
き
路
線
の
舗
装
を
行
う
た
め
、舗

装
改
修
工
事
費
を
８
５
０
万
円
増
額
。

舗
装
改
修
工
事
費
の
増
額
補
正

　
現
在
、グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
へ
の
幹
線
管
渠

詳
細
設
計
及
び
地
質
調
査
業
務
を
発
注

し
、公
共
下
水
道
整
備
に
向
け
て
進
め
て
い

ま
す
。で
き
る
か
ぎ
り
国
庫
補
助
金
を
活
用

し
、令
和
６
年
度
よ
り
本
格
的
に
工
事
着

手
し
て
い
く
。

公
共
下
水
道
事
業
　
第
７
処
理
分

区（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
）整
備
の

状
況
に
つ
い
て（
報
告
）

　
委
員
長
　
　
灰
田
菊
蔵

　
副
委
員
長
　
中
野
真
由
美

　
委
員
　
　
　
天
羽
慶
喜
　
夷
谷
大
輔
　
北
島
昭
文

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
来
年
度
、特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
数
が
増
え

る
見
込
み
で
あ
り
、対
応
す
る
た
め
、特
別
支
援
教

室
改
修
工
事
費
４
５
１
万
円
計
上
。

北
島
南
小
学
校
特
別
支
援
教
室
改
修
工
事
費

　
来
年
度
よ
り
、町
税
や
諸
収
入
の
収
納
方
法
に
つ

い
て
、従
来
の
口
座
振
替
に
加
え
、コ
ン
ビ
ニ
払
い
や

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
進
め
て
お

り
、学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
対
応
す
る
た
め
に
シ

ス
テ
ム
改
修
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ビ
ニ
収
納
対

応
業
務
委
託
料

　
体
調
不
良
児
対
応
型
は
、主
に
保
育
中
に
体
調
不

良
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、保
護
者
が
迎
え
に
来
る

ま
で
の
間
、保
育
園
の
医
務
室
ス
ペ
ー
ス
で
看
護
師
な

ど
が
、一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

　
一
時
預
か
り
事
業
一
般
型
は
、日
常
生
活
上
の
突
発

的
な
事
情
や
社
会
参
加
な
ど
に
よ
り
、家
庭
で
の
保

育
が
困
難
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
一
時
的
に
預
か
る
事

業
で
、実
施
が
４
園
に
な
り
ま
す
。

「
す
み
れ
の
花
保
育
園
」が
病
児
保
育
事
業

（
体
調
不
良
児
対
応
型
）と
一
時
預
か
り
事

業（
一
般
型
）を
開
始
予
定（
R
5
．10
月
よ
り
）

　
委
員
長
　
　
佐
々
木
紀
子

　
副
委
員
長
　
羽
坂
登
志
馬

　
委
員
　
　
　
松
田
亮
平
　
天
羽
慶
喜
　
宮
本
敬
行

・
み
ど
り
保
育
園
　
　
　  

・
す
み
れ
キ
ッ
ズ
　

・
認
定
こ
ど
も
園
め
ば
え  

・
す
み
れ
の
花
保
育
園

｛

総
務
常
任
委
員
会

　
監
査
委
員
の
職
務
内
容
や
職
責
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、全
国
の
監
査
委
員
の
報
酬

額
を
参
考
に
し
、学
識
経
験
者
を
、月
額
２

万
８
，１
０
０
円
を
４
万
円
、議
会
選
出
者

を
、月
額
１
万
４
，５
０
０
円
を
２
万
円
に

改
正
し
ま
し
た
。

特
別
職
で
あ
る
監
査
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償

　
本
年
４
月
よ
り
、す
べ
て
の
自
転
車
利
用

者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
に
な

り
ま
し
た
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
促
進
す
る

た
め
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金
と
し
て
、

購
入
費
の
１
⁄
２
上
限
３
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

（
対
象
：
交
通
事
故
の
多
発
し
て
い
る
高
齢

者
と
高
校
生
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

に
！
（
R
５
．４
月
よ
り
）

　
町
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
町
内
外

に
北
島
町
の
魅
力
を
発
信
す
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こ
と
で
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、様
々
な
プ
ラ

ン
を
検
討
し
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
エ
コ
バ
ッ
グ
の
制
作
、グ
ル
メ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
制
作
、水
辺
交
流
プ
ラ
ザ
の
有
効
活

用
案
等
な
ど
）

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
の
活
用

　
委
員
長
　
　
増
谷
禎
通

　
副
委
員
長
　
板
東
泰
史

　
委
員
　
　
　
松
田
亮
平
　
梶
　
哲
也
　
武
山
光
憲
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の
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し
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に
、
今
後
も

さ
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と
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で
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業
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が
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で
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の
コ
ラ
ボ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
立
ち
上
げ
が
提
案
さ
れ
、

高
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者
や
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子
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に
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、
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続
可
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な
担
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た
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高
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対
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高
齢
者
商
品
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配
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事
業
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、
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和
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以
前
に
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ま
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た
方
を
対
象
に
一

人
当
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り
１
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，０
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円
の
商
品
券

を
お
配
り
す
る
も
の
で
す
。
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以
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や
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き
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き
路
線
の
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装
を
行
う
た
め
、舗

装
改
修
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事
費
を
８
５
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万
円
増
額
。

舗
装
改
修
工
事
費
の
増
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補
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現
在
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ン
タ
ウ
ン
へ
の
幹
線
管
渠

詳
細
設
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及
び
地
質
調
査
業
務
を
発
注

し
、公
共
下
水
道
整
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に
向
け
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進
め
て
い

ま
す
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き
る
か
ぎ
り
国
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補
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金
を
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用

し
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和
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度
よ
り
本
格
的
に
工
事
着
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く
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数
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え
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で
あ
り
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す
る
た
め
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教

室
改
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費
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円
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上
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や
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に
加
え
、コ
ン
ビ
ニ
払
い
や

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
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り
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料

　
体
調
不
良
児
対
応
型
は
、主
に
保
育
中
に
体
調
不

良
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、保
護
者
が
迎
え
に
来
る

ま
で
の
間
、保
育
園
の
医
務
室
ス
ペ
ー
ス
で
看
護
師
な

ど
が
、一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

　
一
時
預
か
り
事
業
一
般
型
は
、日
常
生
活
上
の
突
発

的
な
事
情
や
社
会
参
加
な
ど
に
よ
り
、家
庭
で
の
保

育
が
困
難
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
一
時
的
に
預
か
る
事

業
で
、実
施
が
４
園
に
な
り
ま
す
。

「
す
み
れ
の
花
保
育
園
」が
病
児
保
育
事
業

（
体
調
不
良
児
対
応
型
）と
一
時
預
か
り
事

業（
一
般
型
）を
開
始
予
定（
R
5
．10
月
よ
り
）

　
委
員
長
　
　
佐
々
木
紀
子

　
副
委
員
長
　
羽
坂
登
志
馬

　
委
員
　
　
　
松
田
亮
平
　
天
羽
慶
喜
　
宮
本
敬
行

・
み
ど
り
保
育
園
　
　
　  

・
す
み
れ
キ
ッ
ズ
　

・
認
定
こ
ど
も
園
め
ば
え  
・
す
み
れ
の
花
保
育
園

｛

総
務
常
任
委
員
会

　
監
査
委
員
の
職
務
内
容
や
職
責
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、全
国
の
監
査
委
員
の
報
酬

額
を
参
考
に
し
、学
識
経
験
者
を
、月
額
２

万
８
，１
０
０
円
を
４
万
円
、議
会
選
出
者

を
、月
額
１
万
４
，５
０
０
円
を
２
万
円
に

改
正
し
ま
し
た
。

特
別
職
で
あ
る
監
査
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償

　
本
年
４
月
よ
り
、す
べ
て
の
自
転
車
利
用

者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
に
な

り
ま
し
た
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
促
進
す
る

た
め
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金
と
し
て
、

購
入
費
の
１
⁄
２
上
限
３
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

（
対
象
：
交
通
事
故
の
多
発
し
て
い
る
高
齢

者
と
高
校
生
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

に
！
（
R
５
．４
月
よ
り
）

　
町
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
町
内
外

に
北
島
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、様
々
な
プ
ラ

ン
を
検
討
し
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
エ
コ
バ
ッ
グ
の
制
作
、グ
ル
メ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
制
作
、水
辺
交
流
プ
ラ
ザ
の
有
効
活

用
案
等
な
ど
）

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
の
活
用

　
委
員
長
　
　
増
谷
禎
通

　
副
委
員
長
　
板
東
泰
史

　
委
員
　
　
　
松
田
亮
平
　
梶
　
哲
也
　
武
山
光
憲
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令和４年度

「みなさまに届けたい。」議員13名の思い!!

決算審議での
注視と評価

　大きな収入を得られる手段としてふるさと納税は有効であると考える。返
礼品を増やすことで地域振興にも役立ち、それに伴う収入増で様々な事業を
展開していくことに期待！

● ふるさと納税業務

松田 亮平 議員
まつ   だ    りょうへい

　当初予算額は２億7,808万500円となっているが、公正な競争入札に
より、事業費は２億1,872万7,300円となり、結果として5,935万
3,200円もの予算額を節減していることから、適正な予算執行が行われ
ているといえる。

● 北島南幼稚園増築工事事業

天羽 慶喜 議員
あ   もう　  よし   き

　住宅用太陽光システム等、省エネ住宅、電気自動車等普及促進補助事
業に1,647万5,000円執行したが、ゼロカーボンシティ宣言をしている
北島町がゼロカーボンに向かうには、今以上に予算をつけて普及してい
く必要があると考える。

● 地球温暖化防止を図る事業

夷谷 大輔 議員
えびす や　  だい すけ

　八丁野地区では、共同浄水場の巨大な施設が建設中であることが県道
からも目に入る。資本的支出は約９億円に上り、うち９割以上が建設改
良費である。そろそろ額が目立ち始めた。

● 水道事業会計決算書（２）資本的支出

板東 泰史 議員
ばん  どう　 やす ふみ

　公式LINEは、住民と直接コミュニケーションをとるための非常に効果
的なツールである。瞬時に最新情報や特典、情報を届けることができる
ため、エンゲージメントを高める上で大変役立つ。また、通知は開封率
が高く、よりタイムリーな情報提供や、反応を期待することができる。
さらに、住民にとっての価値を常に提供し続けることが重要である。取
捨選択をしながら拡充を望む。

● 公式LINEの活用

梶    哲也 議員
かじ　         てつ   や

　待機児童もいる中で今後、町の入園者に対する調整力が試される。園
児数が一番多い町立保育所は老朽化している箇所も多々あり、設備や施
設の改修の充実は必須だ。
　こどもに現金を持たせるリスクの回避と、教職員の負担軽減にもつな
がる。保護者がおつりの要らないように用意する手間も省け、一定の成
果が見込まれる。現代社会にあった取組の良い例だ。

● 乳幼児の保育・町立保育所の設備の充実
● 学校給食管理システム委託事業

中野 真由美 議員
なか   の    　ま    ゆ     み

　これまで中学3年生までだった医療助成が18歳まで拡充になったこと
で、安心した子育てが前進。学校生活はもとより災害発生時、指定避難場
所に空調設備が整うことで、熱中症対策と避難生活の質の向上に繋がる。

● 子どもはぐくみ医療助成18歳まで拡充事業
● 北島中学校講堂防音機能復旧工事設計事業

佐々木 紀子 議員
さ　さ　 き　　のり　こ

シリーズ第２弾
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　滞納を含めた町税徴収率は99.2％となり、過去５年間で最も高い徴収率
となっている。
　県内市町村では、平成27年度より、常にトップ３以内を維持しており、令
和４年度も町税徴収率はトップグループに入っている。
　また、国民健康保険税についても、過去５年間で最も高い94％の徴収率
となっており、今後とも税負担の適正、公平性を担保する賦課業務に期待する。

● 滞納状況について

灰田 菊蔵 議員
はい   だ　   きく  ぞう

　高齢者だけでなく、町民が誰でも、「行きたい時に行き、好きな時間に帰る」
システム構築を協議していく。

● 「新たな公共交通システムの構築」の実現を！

　本町は、中四国の自治体の中で、面積が小さい順位で６位。可住地面積（自
治体で人が住むことができる面積）の狭さでは全国１位である。令和４年度
446件の空き家があるが、この活用を考えていく必要がある。

● 持続可能な財政運営、人口維持の面からも、
　 転入者に対する空き家の活用を！

武山 光憲 議員
たけ  やま　 みつ  のり

　県内第４位の財政力指数、経常一般財源比率、経常収支比率とも概ね良好、
安定しています。

● 安心してください。北島町の財政指数

　全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てができるように、金銭面
だけでなく、ソフト面でも支援体制を拡充。

● 子育て支援施策を支える伴走型相談支援

宮本 敬行 議員
みや  もと　 ひろ  ゆき

　地球温暖化防止を図るため、住宅用太陽光発電システム設置者及び蓄
電システム設置者に対し、太陽光１kwｈ当たり４万円・件数23件、補
助金額上限４kwh10万円、蓄電１kwh当たり4万円・件数９件、上限
５kwh20万円。

● 住宅用太陽光発電システム等普及促進補助
　 事業

北島 昭文 議員
きた  じま 　あき ふみ

　北島町はふるさと納税が赤字である。北島町の貴重な税源が他の市町村
に流れている。民間も交えた商品開発を進めるプロジェクト推進協議会をつ
くり、魅力的な返礼品開発が必要である。

● ふるさと納税５８９万７千円赤字
● 魅力的な返礼品開発が必要

増谷 禎通 議員
ます  たに 　さだ  ゆき

　北島町において、特別地方交付税の増額は数年期待できない。どのよ
うな事業を行ったのかだけではなく、財政力維持の行政努力も評価すべ
きであり、そのことに議員がどのような努力、協力ができるのか考え、
実行する。

● 特別地方交付税について

羽坂 登志馬 議員
は　ざか　  と     し     ま
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監
査
委
員
の
役
割
と
業
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

★ 
監
査
委
員
の
役
割
は
何
で
す
か
。

　監
査
委
員
は
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
独
立
機
関
で
あ
り
、
住
民
に
代
わ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
予
算
の
執
行
、
収
入
、

支
出
、
契
約
、
財
産
管
理
な
ど
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
運
営
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
、行
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
、監
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
監
査
委
員
は
、議
会
、町
長
含
む
執
行
機
関
あ
る
い
は
外
部
の
圧
力
等
に
よ
っ

★ 

監
査
委
員
は
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

● 

定
期
監
査
（
監
査
結
果
を
北
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　 

　町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
、
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
に
関
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
定
期
的
に
監
査
す
る
も
の
で
す
。

● 

例
月
出
納
検
査

　 

　毎
月
例
日
を
定
め
て
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
地
方
公
営
企
業
会
計
の
現
金
出
納
に
つ
い
て
、
会
計

管
理
者
や
公
営
企
業
管
理
者
に
対
し
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

● 

決
算
審
査
、
基
金
運
用
状
況
の
審
査
（
意
見
書
を
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
に
設
置
）

　 

　決
算
、
そ
の
他
関
係
諸
表
等
に
基
づ
い
て
計
数
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
予
算
執
行
や
会
計
処
理

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
審
査
し
ま
す
。
町
長
は
決
算
及
び
関
係
書
類
を
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
、
そ
の
意
見
を
付
け
て
議
会
の
認
定
を
付
す
る
も
の
で
す
。

● 

財
政
援
助
団
体
等
の
監
査
（
監
査
結
果
を
北
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　 

　町
が
補
助
金
、
交
付
金
等
の
財
政
援
助
を
与
え
て
い
る
団
体
で
、
北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
監

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

● 

健
全
化
判
断
比
率
等
の
審
査

　 

　健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
並
び
に
そ
の
査
定
の
基
礎
と
な
る
書
類
等
が
適
正
で
あ
る

か
審
査
す
る
も
の
で
す
。

● 

そ
の
他
の
業
務   

工
事
監
査
、住
民
監
査
請
求
に
よ
る
監
査
、北
島
町
労
働
者
福
祉
協
会
の
監
査
な
ど
。

★ 

最
後
に
、
監
査
委
員
と
し
て
北
島
町
の
行
政
運
営
に
つ
い
て
、
感
じ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　北
島
町
の
優
位
性
を
自
己
判
定
し
て
み
る
と
、税
の
高
徴
収
率
、自
主
財
源
比
率
の
高
さ
、人
口
微
増
傾
向
の
維
持
、企
業
誘
致
の
進
展
（
町

税
の
増
額
）、
介
護
認
定
率
の
低
さ
な
ど
、
多
々
見
受
け
ら
れ
、
財
政
的
に
は
他
の
類
似
団
体
と
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
で
比
較
し

て
も
、
安
定
的
に
行
政
運
営
が
で
き
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

★ 

監
査
委
員
は
ど
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　監
査
委
員
の
独
立
性
を
強
化
し
、
適
正
な
監
査
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
、
人
格
が
高
潔
で
、
町
の
財
務
管
理
、
事
業
の
経
営
管

理
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
（
代
表
監
査
委
員
）
及
び
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

★ 

現
在
の
監
査
委
員
は
誰
で
す
か
。

● 

識
見
を
有
す
る
監
査
委
員

　 柴
山 

慶
三
（
平
成
28
年
４
月
１
日
就
任
）
非
常
勤

● 

議
会
選
出
の
監
査
委
員

　 北
島 

昭
文
（
令
和
５
年
５
月
９
日
就
任
）
非
常
勤

　 

　任
期
に
つ
い
て
は
、
代
表
監
査
委
員
は
４
年
、
議
選
監
査
委
員
は

議
員
の
任
期
に
よ
り
ま
す
。

監査結果の報告

決算審査

て
何
ら
の
干
渉
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
常
に
法
令
及
び
条
例
等
に
従
い
、
北
島
町
監
査
基
準
を
基
に
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お

い
て
、
誠
実
か
つ
厳
正
に
、
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
北
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
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監
査
委
員
の
役
割
と
業
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

★ 

監
査
委
員
の
役
割
は
何
で
す
か
。
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査
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地
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自
治
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よ
り
設
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さ
れ
る
独
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機
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あ
り
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住
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に
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わ
っ
て
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地
方
公
共
団
体
の
予
算
の
執
行
、
収
入
、
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契
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、
財
産
管
理
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財
務
に
関
す
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事
務
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行
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に
係
る
事
業
の
管
理
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営
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適
正
か
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効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
、行
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
、監
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
監
査
委
員
は
、議
会
、町
長
含
む
執
行
機
関
あ
る
い
は
外
部
の
圧
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等
に
よ
っ
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議会だより

編
集
後
記

　新
た
に
刷
新
し
た
議
会
だ
よ
り
。
今

号
に
お
い
て
も
掲
載
内
容
や
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
何
度
も
検
討
を
重
ね
作
成

い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
活
動
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
た
い
。
そ
し
て
手
に
取
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
の
詰

ま
っ
た
議
会
だ
よ
り
を
細
部
に
渡
る

ま
で
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
い
、
今
後
も
広
報
委
員
会
と
し
て
精

進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
　松
田
　亮
平

　議会広報編集特別委員会では、読者の方からのご意
見・ご感想を募集しております。
　下記の募集要項により手紙、FAX、意見箱（北島町役
場３階・議会事務局前）へお寄せください。

北島町お問合せフォーム
https://www.town.kitajima.lg.jp/inquiry/
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一般質問（９月議会）
常任委員会レポート
決算審議での注視と評価
監査委員の役割と業務
浄水場の共同化

2023.12.1 No.35

2023　きたじまるしぇ

Ｑ 共同浄水場はどこに作られているの？
Ａ 既存の鳴門市浄水場内において共同浄水場を
整備しています。

Ｑ 北島町へはどんなふうに水が送られてくる
の？

Ａ 旧吉野川の地下深くに埋設される送水管によ
り河川を横断して本町へ送水します。

Ｑ 共同浄水場は、いつオープンするの？
Ａ 令和８年４月１日より共同浄水場から皆さん
に水道水をお届けできるよう整備を進めてい
ます。

Ｑ 共同整備を行うことのメリットはあるの？
Ａ 市町が個別に単独整備をした場合より、とも
に工事費を大きく削減できました。

　 また、国庫補助金の交付対象にもなり、貴重
な財源を確保できました。

Ｑ 工事はどこまで進んでいるの？
Ａ 現在は、基礎工事を終え、浄水処理棟、管理
棟などの各施設の建設に本格的に着手してい
ます。今後は、鳴門市から本町に向けた河川
横断送水管の推進工事の準備にも順次、取り
掛かる予定です。

共同浄水場になるとどう変わるの？

県内初の取組！
鳴門市と北島町の
浄水場共同化。

鳴門市・北島町共同浄水場整備事業 共同浄水場整備事業 Ｑ＆Ａ

現在の浄水場

　社会を支える重要なインフラの一つに水道があります。水
は、皆さんが生活をしていくうえで欠かすことのできない大
切な資源です。浄水場は、24時間365日休むことなく稼働し、
皆さんのところへ水道水を送り届けています。
　本町と鳴門市では、双方どちらの浄水場も主要な施設は建
設してから40年近くが経過しており、老朽化が進み、耐震性
能にも課題があることなどから、浄水場の更新時期を迎えて
いました。こうしたなか、旧吉野川をはさんだ対岸に位置し、
水源も同じくする鳴門市と水道事業の広域化について検討・
協議を重ね、共同で浄水場を整備することに双方が合意した
ことから、平成29年５月に、浄水場共同化に関する覚書の調
印式が行われました。
　本事業は、両市町の共同浄水場を整備し、本町並びに鳴門
市民へ将来にわたり良質で安全・安心な水道水を安定してお
届けすることを最大の目的とし、令和３年３月には、特定建
設工事共同
企業体と請
負契約を締
結し、現在
も整備を進
めていると
ころです。
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